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No.212 

北山村長

奥田貢

広報。左足ぞま

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
で
平
成
幻

年
の
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す。
平
成
幻
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
な
一
年
と
な

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
何

と
言
っ
て
も
大
き
な
出
来
事
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
に

お
い
て
政
権
与
党
で
あ
っ
た
自
由
民
主
党
が
大
敗
し
民

主
党
に
政
権
交
代
し
た
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

戦
後
日
年
余
っ
て
続
い
た
自
民
党
政
権
へ
の
批
判
と

不
満
が
一
気
に
表
面
化
し
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
政
権

交
代
が
な
さ
れ
た
と
一
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
達
に
と
り
ま
し
て
は
、
国
の
政
権
が
ど

う
変
わ
ろ
う
と
安
全
で
安
心
な
社
会
生
活
が
で
き
る
よ

2010年1月号

う
に
国
民
の
為
の
政
治
を
行
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

民
主
党
政
権
に
な
っ
て
色
々
な
事
業
の
仕
組
み
ゃ

進
め
方
等
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る
な
ど
地
方
行
政
に
と

っ
て
も
戸
惑
い
が
多
く
、
政
治
的
に
揺
れ
動
い
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
鳩
山
内
閣
に
お
か
れ
て
は
、
国

民
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
施
策
を
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
北
山
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
様
の

ご
支
援
に
よ
り
「
じ
ゃ
ば
ら
」
や
「
観
光
筏
下
り
」
も

特
段
の
大
き
な
事
故
等
も
な
く
順
調
に
運
営
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
財
政
的
に
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

住
民
の
方
々
の
利
便
性
や
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
福

祉
パ
ス
の
優
待
乗
車
制
度
、
エ
コ
パ
ッ
ク
の
無
料
配
布
、

鳥
獣
被
害
防
止
策
の
補
助
制
度
等
の
実
施
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。

住
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
北
山
村
に
お
き
ま
し
で
も
診
療
所
先
生
の
ご
協

力
の
も
と
出
来
う
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
厳
冬
期
を
迎
え
大
流
行
も
予
測

さ
れ
る
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
よ
り
一
層
の
健
康
管
理
に
ご
留
意
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
た
今
、
心
新
た
に
し
て
北
山
村
の

発
展
の
た
め
に
種
々
の
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
春
に
は
、
「
お
く
と
ろ
温

泉
」
を
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
べ
く
計
画
を
進

め
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
ご
支
援
と
ご

協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
お
わ
り
に
、
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た

良
い
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
皆
様
の
益
々
の

ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

② 

謹

賀

新

年
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村

長
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l 北山村村営パス一部摺便のお知らせ

広報。左足ぞま2010年1月号

平成21年10月2日より、村営パス利用者の利便向上のため、三重交通(株)

の熊野市発13時18分(河上横丁前13: 20)の便に北山村七色バス停で14時

ぜひと10分に接続するよう七色~下尾井聞を一便増便して運行しております。

北山村営ノミス運行時刻表
熊野市・七色 → 

もご利用ください。

下尾井・小松

J R熊野市駅 9: 10 16:25 

河上横町 9: 12 ② ④ 16:27 

七 色 9:52 11: 50 14:00 17:07 

奥 瀞 橋 9:54 11: 52 14:02 17:09 

竹 原 9:55 11: 53 14:03 17:10 

六水団地 10:00 11: 58 14:08 17:15 

大 沼 橋 10:01 11: 59 14:09 17:16 

村民会館 10:02 12:00 14: 10 17:17 

中 首+1 橋 10:03 12:01 14: 11 17: 18 

福祉センター 10:04 12:02 14: 12 17:19 

大沼プール 10:05 12:03 14: 13 17:20 

橋 三ロ土ロ 目IJ 10:06 12:04 14: 14 17:21 

木 屋 10:07 12:05 14: 15 17:22 

田 本 目IJ 10:08 12:06 14: 16 17:23 

住吉神社前 10:09 12:07 14: 17 17:24 

おくとろ公園 10: 10 12:08 14: 18 17:25 

松 12:23 17:40 

七色・熊野市

松 7:45 ① ③ 

おくとろ公園 8:00 11:30 13:40 15: 15 

住吉神社前 8:01 11 :31 13:41 15: 16 

田 本 目Ij 8:02 11 :32 13:42 15: 17 

木 屋 8:03 11 :33 13:43 15:18 

橋 三ロ土ロ 目Ij 8:04 11:34 13:44 15:19 

大沼プーノレ 8:05 11 :35 13:45 15:20 

福祉センター 8:06 11:36 13:46 15:21 

中 洲 橋 8:07 11 :37 13:47 15:22 

村民会館 8:08 11:38 13:48 15:23 

大 沼 橋 8:09 11 :39 13:49 15:24 

六水団地 8: 10 11:40 13:50 15:25 

竹 原 8: 15 11:45 13: 15:30 

奥 瀞 橋 8: 16 11:46 13:56 15:31 

七 色 8: 18 11:48 13:58 15:33 

河上横町 8:58 16: 13 

JR熊野市駅 9:00 16: 15 

ー一歩小松・下尾井

*③、④月、水、金のみ運行*月・水・金一小松発朝のみ、小松着夕のみ
*土・日・祝祭日一①、②無し

一
寒
さ
の
一
段
と
厳
し
い
季
節
と
な
り
一

一
ま
し
た
。
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
一

-
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
露
-

-
出
し
て
い
る
水
道
管
に
は
、
保
温
材
を
-

一
巻
く
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

-
メ
ー
タ
ー
器
よ
り
家
側
の
破
れ
に
つ
-

-
い
て
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
あ
-

-
る
止
水
柱
を
閉
め
て
役
場
に
ご
連
絡
く
-

一
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
修
理
に
行
け
な
い
場
一

一
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
無
一

-
駄
な
水
を
流
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
-

-

す

。

-

一
水
道
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
一

一
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
上
手
に
使
一

-
っ
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
み
ん
な
で
-

一

ωが
け

ま

し

ょ

う

。

一

「

L

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

③ 
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-
ラ
フ
卜
の
部

優

勝

鳥

取

大

学

探

検

部

準

優

勝

青

空

家

族

広報。左足ぞま

-
ダ
ッ
キ
ー
の
部

優

勝

C
Zヌ
O
Z
O
Z
Oヌ〉一

準

優

勝

流

れ

の

会

2010年1月号

前
向

官
EE
 

官

E

一、m
r
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問
月

4
日
、
小
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
第
引
田
村
民
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

全
競
技
を
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

-
地
区
対
抗
綱
引
き

優
勝
竹
原
地
区

.
職
域
障
害
物
リ
レ
ー

優
勝
北
山
村
保
育
所
保
護
者
会

広報。左足ぞま2010年1月号

m月
中
旬
、
神
奈
川
県
の
公
文
国
際
学

園
中
等
部
ぬ
名
が
「
じ
ゃ
ば
ら
を
広
め
よ

う
ツ
ア
|
」
と
題
し
、
北
山
村
ヘ
修
学
旅

行
に
訪
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
北
山
村
に
つ
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
じ
ゃ
ば
ら
の
収
穫
体
験
、

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
き
た
レ
シ
ピ
で
の

調
理
体
験
、
北
山
中
学
校
と
の
交
流
な
ど

3
日
間
の
滞
在
を
有
意
義
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

⑤ 

1 1月、「中学生の税についての

作文」の表彰式が新宮商工会議所

で行われ、中3の山本祥子さんが
大桑教育文化振興財団特別貰を受

賞しました。
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日
月
目
日
、
青
年
会
の
主
催
に
よ
り
、
近
隣
地
域
一

へ
の
じ
ゃ
ば
ら
の
普
及
、
北
山
村
の
大
自
然
の
魅
力
一

発
掘
、
北
山
村
の
B
級
グ
ル
メ
の
普
及
と
、
若
い
力
一

で
北
山
村
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
一

「
じ
ゃ
ぱ
ら
の
里
の
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一

収
穫
祭
で
は
、
じ
ゃ
ば
ら
の
特
売
や
五
百
人
分
の
巨
大
鍋
で
煮
込
ん
だ
北
山
猟
一

師
鍋
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
他
、
丸
太
の
早
切
り
大
会
、
じ
ゃ
ば
ら
ジ
ュ
ー
ス
の
早
飲
一

み
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
屋
台
で
は
じ
ゃ
ば
ら
が
入
っ
た
北
山
風
焼
き
そ
ば
、
じ
-

ゃ
ば
ら
ぶ
つ
か
け
う
ど
ん
、
じ
ゃ
ば
ら
ク
ッ
キ
ー
、
じ
ゃ
ぱ
ら
の
漬
物
付
き
茶
粥
↑

な

ど

が

販

売

さ

れ

ま

し

た

。

↑

こ
の
ほ
か
じ
ゃ
ば
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
来
場
者
に
名
前
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
一

「
じ
ゃ
ば
花
(
じ
ゃ
ば
か
)
ち
ゃ
ん
」
と
悪
と
戦
う
「
ジ
ャ
バ
ラ
イ
ダ
|
」
も
誕
一

生

し

、

シ

ョ

ー

も

披

露

さ

れ

ま

し

た

。

一

初
め
て
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
八

O
O名
の
来
場
が
あ
り
大
変
な
に
ぎ
一

わ
い
を
見
せ
た
ま
し
た
が
、
青
年
会
で
は
来
年
以
降
も
収
穫
祭
を
続
け
、
北
山
村
一

を
盛
り
立
て
て
い
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

広報。左足ぞま

企写真:ジャパライダー1号(左)

ジャパライダ-2号(右)

4写真:じゃぱ花(じゃぱか)ちゃん

企写真:お色気戦隊

‘写真:悪の使者力フンアーク

2010年1月号

あなたの情熱を活かす制度 予備 自衛官補
受付期間 第1回:平成22年1月5日から4月13日

試験期日 第1回:平成22年4月18・19・20日のいずれか1目指定されます。

-制度の概要

0希望者を、試験により予備自衛官補として採用し、所定の教育訓練修了後、
予備自衛官として任用します。

0予備自衛官補は教育訓練招集に応ずる義務のみを有し、防衛招集応招義務、
国民保護等招集応招義務、及び災害招集応招義務はありません。

0一般公募(後方地域での警備要員等)と技能公簿(医療従事者・語学要
員・車両整備士等)を設けています。

一般公募 技能公募

採用年齢 18歳以上34歳未満 18歳以上で、保有する技能に応じ53歳"'55歳未満

0筆記試験(国語・数学・理科・社会・英語・作文) 0筆記試験(小論文)

試験
O口述試験 O口述試験
0適性検査 0適性検査
0身体検査 0身体検査

教育訓練日数 3年以内に50日 2年以内に10日

身分 非常勤の特別職国家公務員

手当等
教育訓練招集手当:日額7，900円(参加日数分支給)

教育訓練招集旅費:教育訓練に参加する場合、自宅から教育訓練実施駐屯地までの交通費を支給します。

自衛隊新宮地域事務所 (0735-21-3449)

⑧ 



2010年1月号 広報。左足ぞま No.212 

新型インフルエンザ接種費用
接種費用(自己負担額)

対象者 課税世帯
生活保護世帯

非課税世帯
1回目 2回目

妊婦 1， 000円 なし

基礎疾患を有する者
必要な場合は

(かかりつけ医が今回対象 1， 000円

優 者と認めた者)
1， 000円

先
1歳から小学校3年生に相接

1， 000円 1， 000円
種 当する年齢の小児
対
象
者 1歳未満の小児の保護者 1， 000円 なし

無料

優先接種対象者のうち、身体

上の理由により予防接種が 1， 000円 なし

受けられない者の保護者等

小学校4"-'6年生 1， 000円 1， 000円

そ 中学生・高校生に相当
1， 000円 なし

の する年齢の者
他

高齢者 (65歳以上) 1， 000円 なし

上記対象者の方で、北山村診療所以外の医療機関で、接種され、実費を支払われた方は、領収書
及び、接種済証を持って役場まで申請していただければ後日、償還払いさせていただきます。
上記対象者は、補助申請書を書いていただきます。

新型ワクチンは量に限りがあるため、下記の順番で接種が行われます。

金壬世帯

|〉
l 〉;) :" > 

患(そぷ他) ヘァパ

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

|医療従事者

幼児(1歳~就学前)

|小学校 1~6 年生

1歳未満児等の保護者 >1 

|中学生~高校生 > 
|高齢者(;5歳以上)": > 

1 0月 1 1月 12月月

圏内産ワクチン

2月 3月

> > > 輸入ワクチン

⑨ 



内厚所ま窓地事 しス 本さ 21れ
さ生でた口に務現た向国年れ年る公
せ労ご、と変所在形上民金、 12事的
て働案こし更」あでのの機平月業年
い省内れてはとる新実皆構成末運金
たましま引あそ社し現様L- 22を営に
だたでできりの会くをのが年も体つ
きはい社続ま名保生日信ス 1 つ制い
ま日た会きせ称険ま指頼タ月てをて
す本関保ごんは事れしに) 1 ----，再
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あなたの情熱を活かす制度

幹部候補 生 募集
受付期間 平成22年4月上旬"'5月上旬

試験期日 平成22年5月中旬

-将来の展望(一般・技術)

0一般大学等出身の幹部自衛官候補者。採用と共に陸・海・空曹長に任命さ
れ幹部候補者として教育を受けた後、幹部自衛官となります。

-将来の展望(医・歯・薬剤)

O自衛隊の衛生分野において、医療衛生業務に従事する幹部自衛官となりま
す。(免許取得後、医科・歯科は2尉、薬剤科は3尉となります。)

一般・技術 医・歯・薬剤

採用年齢
20歳以上26歳未満の者 専門の大卒〈見込)30歳未満の者

(22歳未満の者は大卒〈見込み含む。)) 薬剤は26歳未満の者

身 分 特別職国家公務員

与
幹部候補生(大卒)214，900円 幹部候補生(歯科)232，000円

(一例) (一例)

手 当
勤務や職種・職域に応じて住居手当、扶養手当、航海手当、乗組手当、

航空手当、地域手当などがあります。

昇 年一回

賞 与 期末・勤勉手当(ボーナス)年2回 (6月・ 12月)

休日等 週休2日制、祝日、年末年始及び夏季特別休暇、年次休暇などがあります。

-・・E霊霊草E童画置軍軍彊童書E・・・E
自衛隊新宮地域事務所 0735-21-3449

『必ず、チェック 最低賃金! 使用者も 労働者も』
本年10月31日から和歌山県最低賃金は、時間額674円となります。
最低賃金とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者は、その最低賃金額以上

の賃金を労働者に支払わなくてはならないとする制度です。

なお、最低賃金法違反については、罰則が設けられています。

注1)最低賃金は常用労働者のみでなく、臨時・パートタイマーなどにも適用されます。

注2)最低賃金額には、精皆勤手当・通勤手当・家族手当・時間外手当・ボーナスなどは含まれま
せん。

注3)派遣労働者については、派遣先の地域(産業)の最低賃金が適用されます。

注4)原則として、「鉄鋼業Ji百貨居・総合スーパー」の労働者とその使用者は、それぞれの産業

別最低賃金が適用されます。

なお、本年の改正については、和歌山地方最低賃金審議会(和歌山県産業別最低賃金専門部会)
において審議中です。

詳しいことは、和歌山労働局賃金室 (073-488-1152)又は最寄りの労働基準監督署へお問い合わ
せください。

⑮ 
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(平成21年11月末現在)

人口 504人

男 239人

女 265人

世帯数 278戸
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